
統計学期末テスト　以下の問題に対して最も当てはまる選択肢を一つ選んで回答用紙にマークしてください。

NO 問題 データ等　図表を参照すること 選択肢

1

　統計学を活用してデータの（　A　）を活

用することを考える。例として、短時間で

大勢の人にマスクを配ることを考えた。こ

の場合、マスクの大きさはサンプル集団の

（　B　）を代表値として用いることがある

が、その値より少し（　C　）にすると、使

える人は増える。

　Aの例としてはキャンプのカレーの味見に

見られる一杯のスプーンのカレーから鍋全

体の味を見立てる例が挙げられる。

１Ａ－回帰　Ｂ－中央値　Cー小さいもの

２Ａ－回帰　Ｂ－平均値　Cー大きいもの

３Ａ－推測　Ｂ－最頻値　Cー小さいもの

４Ａ－推測　Ｂ－分散値　Cー大きいもの

５Ａ－推測　Ｂ－平均値　Cー大きいもの

2

代表値の平方和を求めるために、前もって

計算しなくてもいい演算はどれか。

1　平均

2　分散

3　偏差

4　例数を数える

5　偏差の二乗

3

以下の標本データについて平均と分散の組

み合わせのうち最も近いものはどれか。 (1，2，1，3，4、6，5，4 )

１平均ー3.20　分散ー3.357

２平均ー3.25　分散ー3.357

３平均ー3.25　分散ー3.457

４平均ー3.30　分散ー3.457

５平均ー3.30　分散ー3.557

4

1から1000をすべて足すといくつになります

か？

１　10001000

２　1010000

３　500100

４　500500

５　256000

5
分散9.5が得られた、Aのデータの平方和を

求めてください。
A：{2，5，10 ，8 ，５}

1　 36

2　 37

3　 38

4 　39

5 　40

6 Bの標本データの分散を求めてください。 B：{2，5，5 ，8 ，０}

1 　9.3

2 　9.4

3　 9.5

4 　3.8

5 　3.9

7
t検定で用いる自由度の定義として、正しい

ものを選んでください。

１　標本の個数-1

２　標本のカテゴリ数

３　標本が自由に取りうる数

４　母集団が自由に取りうるカテゴリ数

５　標本と母集団の数-1

8

右のデータは、母集団から抽出した、ある

取り組みのデータである。このデータのｔ

統計量を求め、95％信頼区間の上限値を示

してください。

{1，2，3，3, ４ }

1 　3.553

2 　3.663

3 　3.773

4 　3.883

5 　4.015



9

右の２群のデータは、正規分布すると仮定

した母集団から抽出した、独立した2群であ

る。A群・B群ともある取り組みを行った後

のデータである。このデータの平均値の差

について、５％有意水準で検定したときの

判断を示してください。

Ａ群{15,25,20,35,45,55 }

Ｂ群{15,20,25,35,40,45 }

１　ｔ統計量　0.315　判定　偶然の範囲にあるので有意でない

２　ｔ統計量　0.315　判定　偶然の範囲の外にあり有意でない

３　ｔ統計量　0.315　判定　偶然の範囲にあるので有意である

４　ｔ統計量　0.335　判定　偶然の範囲の外にあり有意でない

５　ｔ統計量　0.355　判定　偶然の範囲にあるので有意である

10

このデータをクロス表にして分析した場

合、ボタンの色の違いがボタンを押すこと

と関連するか、適切な統計学的方法を用い

て判断を示して下さい。

青いボタンで押された　70

赤いボタンで押された　30

青いボタンで押されなかった　180

赤いボタンで押されなかった　120

１カイ二乗値ー0.8　 有意な関連あり

２カイ二乗値ー0.8 　 有意な関連があるとは言えない

３カイ二乗値ー3.6　 有意な関連あり

４カイ二乗値ー3.6　 有意な関連があるとは言えない

５カイ二乗値ー3.8  　有意な関連あり

F統計表




